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1．は じ め に
様々な面で世界の会計をリードしてきた米国の経験は興味深い。世界大恐慌
後，根拠のない再評価を規制し，信頼し得る財務情報を提供する手段として，
原価主義会計が注目された（Zeff［1995］, p.59, 斎藤［2010］, p.67）。そして，










国会計検査院（General Accounting Office : GAO）は，「主たる困難は，問題と
なっている金融機関1）の財政状態に関する利用可能な情報（原価主義会計に基
1）ここで問題となっている金融機関とは，S&Lの預金を保証する連邦貯蓄貸付保険公社

































以下，第2節では，原価主義会計を提唱した Paton and Littleton著の An
Introduction to Corporate to Accounting Standards（以下，Paton and Littleton学
説という）における損益計算システムと損益情報の特徴と時価主義会計を提唱





2．学 説 の 分 析
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原価ベース： 第0期末 第1期末 第2期末 第3期末
現 金 300 150 300 480
有形固定資産 0 200 100 0
資産合計 300 350 400 480
純資産額 300 350 400 480
時価ベース：
現 金 300 150 300 480
有形固定資産 0 210 70 0
資産合計 300 360 370 480
純資産額 300 360 370 480
表1 貸借対照表項目の推移 （単位：万ドル）
第1期 第2期 第3期
収 益 150 150 180
費 用 100 100 100
損益 50 50 80
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第1期 第2期 第3期
期末時点における純資産額 360 370 480
期首時点における純資産額 300 360 370
損益 60 10 110
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